
器

問

中

市

地

掛

川

間

一

例

役

子

番

哨
4

一
時
間

3
世
知
事
比
刊
一
働

nu・

c
g
E
U
W
1
h
聞

編

漕

我一

s
n
-
一
司
一

子

1

1

一
E
一
鱗

待

問

予

u
l
一
日

孫

葉

孫

似

純

一

問

我
千
我
作
一
一
別

行

緩

行

一

組

閣
l
l岡
崎
」
端

1

2
一

1
1
1
M
M
7
 

J

孝
司
凶

器

磯

信

昼寝屋

15 

16 
日

ゆかた擦もあでやかにカッパ音頭令踊る

ふ
る
さ
と
を
忽
う
と
き
、
や
は
り
設
で
も
幼
い
と

き
遊
ん
ど
山
湾
や
緩
や
友
だ
ち
と
官
連
れ
立
っ
て
行
っ

た
淡
町
?
の
お
祭
り
な
ど
を
思
い
出
す
で
し
ょ
う
。

山
山
紫
水
明
の
地
と
う
た
わ
れ
e

た
く
さ
ん
の
官
官
術

家
を
ゑ
み
燃
し
た
わ
が
郷
土
あ
ぴ
こ
も
都
市
化
淡
象

に
よ
り
、
手
側
関
制
的
は
汚
せ
ん
さ
れ
、
お
く
か
ら
あ
っ

た
か
サ
柏
崎
の
お
祭
与
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
彩
を
ひ
そ
め

て
い
る
現
状
で
す
。

泊
料
孫
子
に
生
ま
れ
、
我
孫
子
に
古
っ
た
人
ヰ
は
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
地
に
永
住
し
よ
う
と
す
る
人
々
に
と

っ
て
も
、
や
片
山
り
き
び
し
い
ニ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
ふ
る
さ
と
怒
識
の
高
揚
と
市
民
の
納
涼

ま
つ
り
と
し
て
、
間
唱
和
刊
冊
目
十
六
年
波
い
い
我
孫
子
市
・

然
必
子
市
商
工
会
・
品
科
時
知
子
市
制
慨
光
協
会
の
共
催
に

よ
る
手
資
沼
ま
つ
り
が
発
段
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
皮
は
、
衛
隊
の
み
な
さ
ん
約
五
千
人
が
参
加

し
、
恰
刊
火
大
会
に
わ
ね
い
て
も
約
二
万
人
め
観
察
が
ご

賞
、
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
第
三
間
関
凶
闘
が
】
泊
、
ぇ
、
か
っ
ば
俊
一
般
大

会
を
冷
心
に
終
行
事
を
盛
大
に
行
な
う
予
定
守
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
問
問
災
体
育
大
会
が
乎
掛
荒
療
で
開

後
き
れ
ま
す
の
で
、
批
判
刷
削
関
然
変
雨
期
も
と
り
入
れ
ま

す。
哀
の
夜
の
ひ
と
と
き
、
家
族
そ
ろ
っ
て
涼
し
く
、

期
惜
し
い
争
資
沼
ま
つ
り
に
参
加
し
、
そ
し
て
ふ
る
き

と
の
祭
り
と
し
て
機
り
ょ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
む

(
欄
関
連
総
務
一
一
一
闘
に
」

てしモ止し'"えたれかぱにへのと主主よ るな y ~. 
J身、用るくた@たま!尚，fすこは約ヲ示。予ヨ長
[ .~白紙だ総ちしもし持i '4)1: Itろ若し」…を 11¥1J '/ '--
て渓 t主ろ約はかのくにに iま、ニよ窓自li きキと
い総点うを、 L t~ l'主[1機光学‘どうれ約 えンい
る l主事長か教だ今つわやれ主主総も」をし 為グう
。パら 。ぇ n 水耳だに「言己#えきな

')したてに が人けはIlll"" ，吾、外う
パいいい u ~分て信楽絡がす庁新事だ
リもてるや 4蝉....・ ')以も民主六隠慰問がる
滅的いとか d[ '¥ W.高唱段童11、山山=山山山山山 な主→泌す必 iヒにつょ
っだメいま 額、，d H盟蕗宝 J 会長ふ くめ子 ill1fてのもづう

3・:，I}でが 4鉱"0-一三時露。廷 がめしよ!羽がれ尊書記あ
え i在、、礎喝久 F 司際まように今式:後る浪
ら争以 'i: 市震わたなべ Q しう弘寸法 、もアか費
れにたう ふむま会 とよい吋スコニのメのす
る参ちす いう余イ求ユだリよる
よ括1 はるや m うけど火 i~ 札 tJ も L ~くあ組l パう'-- tttヴ金!っ 7J うこ
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にるヒとで1l'Jとれ J有~~綴、 'IY こ'(t紙ま J主総 ぃ~~ (止約ら主主が
，'J，'. feめにはで。る没、立でたをと ifl;tをぜ教と う袋七日しクと教化費量
う rrr てよあ荘‘だを f'丘あ ~Uや u を苦言んでは 広はりまのこえは{導
。が公つるきはろ遂なる p}え泌まR{.J .はお 告やまし必fろら、で?

市へのご態見・ご希望は

市民サーピス諜へ

務的人仁I

事喜和48年7JH日税率

よゐしく

言葉滋 (82) 4 6 4 告

持 32，158人{蕊丹Jt228入場}

世 32，191人( " 235入榊)

計制，3詩人( . 463人検)

t量苦数11，814j設帯( . 154世帯約)

女 主十

銭人 136人

328人 665人

10人 23A

142人 335A

8月の人t:l覇者主義

る，、ミ広報は剖常生鴻のみちし

837 



議事

市
清
防
本
裁
が
発
淡
Lhya
制柏

制
刊
関
十
八
年
一
月
か
ら
ム
ハ
向
月
一
米

自
ま
℃
品
川
僚
に
巾
泊
中
市
内
で
発
生

し
た
火
災
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。火
災
発
生
件
数
は
六
十
一
件

で
、
そ
内
内
訳
同
同
時
鵠
物
火
災
八

件
、
林
野
火
災
同
時
停
‘
街
中
級
火
災

一
一
件
、
そ
の
絵
凶
l
七
件
で
す
e

こ
れ
ら
の
織
筈
見
積
額
H
H
‘

八
百
九
十
八
万
七
予
防
に
も
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
@

重量丹 1El .16日発行

火災件数・境失遡積・議警見讃額
文
化
潜
を
謀
議
し
よ
う

2 

銭
円
払
惜
別
噺
さ
れ
ま
し
た
市
文

化
対
審
議
議
悶
開
会
が
も
き
る
ト

一
一
詰
中
央
公
口
氏
融
問
に
於
て
閥
開
催

杏
れ
ま
し
た
。

初
会
淡
で
す
の
で
、
会
長
、

副
会
長
の
一
丸
綴
今
後
的
滋
め
か

た
な
ど
議
議
散
会
い
た
し
ま
し

た
eこ

の
会
織
の
続
的
問
は
市
町
文

化
綜
を
保
存
し
普
そ
の
山
間
潟
を

開
閥
り
も
ワ
て
来
日
凡
的
文
化
的
問
向
的

ふ
に
資
す
る
と
と
も
に
、
品
汎
崩
骨

文
化
的
滋
歩
に
惜
別
飲
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
的

文
化
財
診
断
樹
詩
的
財
産
で
あ
守

ま
す
，
こ
れ
か
ら
衛
的
係
員
が

各
家
庭
を
訪
問
し
い
ろ
い
ろ
お

ぬ
ね
し
殺
も
れ
て
い
る
文
化
財

を
跡
地
〈
つ
仲
村
に
怠
錦
織
あ
る
む
の

は
然
存
し
又
は
知
偽
札
"
に
償
す
べ

き
も
の
は
の
こ
し
た
い
と
川
お
い

ま
ず
刊
で
市
災
の
皆
さ
ん
万
の

ご
協
力
を
お
縮
問
い
申
し
あ
げ
ま

↑'。ぬ孫
子
市
文
化
財
審
緩
後
制
問

ω小
銭
閥
幹
夫
社
会
教
育
委
員

蹴
拭
〈
災
後
資
料
)

ω烈
日
何
定
生
京
大
品
税
制
問

一線和48年一
lF.1からs毘まで

千
m
ワ
林
臨
時
一
万
五
予
約
、
察

側
棚
一
…
万
二
予
防
・
そ
の
品
時
七
十

五
万
六
や
附
門
℃
合
計
八
吾
九
十

八
万
七
子
間
内
が
阪
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

。
火
災
発
生
六
十
一
伶
的
特
徴

同
悼
平
ぷ
向
月
中
内
災
時
措
乾
燥
に
よ

る
そ
の
他
{
野
火
な
ど
〉
火
災

が
多
〈
、
そ
舟
う
ち
た
き
火
的

不
品
開
決
十
件
・
雑
草
な
ど
拙
批
判
期

中
拡
大
し
て
し
ま
っ
た
も
的
・

子
ど
も
の
火
遊
び
・
タ
バ
コ
丹

校
総
て
を
ど
の
繍
に
を
っ
て
い

ま
す
ψ

建
納
税
火
災
で
は
お
泌
総
応
義

的
紋
扱
い
不
法
窓
口
…
称
、
…
火
よ

ら
口
調
に
削
引
火
し
た
も
の
二
件
噂

タ
パ
コ
的
一
小
品
開
米
そ
の
他
と
な

っ
て
い
ま
す
合

ち
ょ
っ
と
し
た
不
法
緩
か
ら

火
災
を
お
こ
し
も
た
く
さ
ん
の

損
害
者
絞
る
こ
と
は
本
当
に
残

念
な
こ
主
で
す
。

殺
に
、
蚊
取
線
香
・
子
ど
も

の
花
火
‘
タ
パ
認
の
始
末
に
法

充
分
校
慈
し
、
火
災
者
お
こ
き

な
い
よ
う
注
寂
し
ま
し
ょ
う
硲

m

V

A

W

O

φ

 

(
四
組
曲
縄
文
化
財
~

ω設
耐
持
協
臨
機
子
裁
措
市
文
化
財(理

(6) (5) (4) 
!鈎液 i潟
i立回

雲童書
+;皇室点竪f*)じ
匂達手京 FT。偽 JZ小
耳て及 M~ミル形学
文課匂?立今 1ft校
出長浮ゑる文長
空f 物 T空会ぎ仏

}
均
一
滋
的
結
胤
ポ

λ

数
料
拭
小
総
務
夫
先
ゑ

耐
削
ム
制
緩
潮
間
臨
時
内
斑
品
点
先
生

教
育
祭
気
象

市識に関する
ー鵜報告

制
制
令
つ
づ
き

用
襲
警

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建

築
基
挙
法
的
改
尽
に
よ
り
、
本

年
a

療
に
、
快
適
紳
也
、
創
刊
俊
鋭
、

凶
間
後
倹
、
安
全
排
除
を
基
本
方
針

と
し
た
新
開
閉
泌
総
滅
的
決
定
を

し
な
け
れ
ば
砧
な
り
ま
せ
ん
@
ニ

的
u

拘
に
部
料
開
用
途
地
畿
の
端
曲
家
が

発
中
殺
害
れ
、
今
和
十
一
u
月
二
十
二

日
に
こ
m
町
議
殺
に
つ
い
て
の
公

務
会
が
捌
か
れ
、
多
数
内
総
悶
純

然
淡
が
な
さ
れ
ま

L
た
窃
そ
的

後
‘
こ
れ
ら
の
波
丸
を
削
開
係
機

期
間
と
調
繋
い
た
し
ま
し
た
終
職
事
、

れ
ん
ど
い
ま
縦
覧
に
供
し
て
お
守

ま
す
殺
が
出
来
た
わ
け
で
あ
り

ま
す
。こ
の
案
仁
よ
リ
ま
す
と
、
市

街
化
級
品
械
の
J

ハ
i
パ
ー
セ
ン
ト

強
が
、
品
刷
機
徐
浴
的
経
住
環
境

を
即
時
議
す
べ
き
総
綿
織
、
す
合
わ

ち
第
一
一
間
住
M

前
零
銅
線
機
と
し

て
殺
後
L
て
ご
ざ
い
ま
す
。
品
砲

に
、
中
吋
附
融
明
ル
博
物
情
も
幾
つ
よ
う

を
住
宅
総
と
し
て
、
向
政
批
貯
金
磯

崎
を
然
議
す
る
た
め
の
然
一
一
線

仲
間
凪
駒
市
暗
滋
仙
地
球
、
お
よ
び
悶
伎

討
議
後
と
あ
ま
れ
ソ
滋
途
約
磁
が

変
ら
な
い
新
位
協
的
地
地
域
い
い
…
ニ
ナ

パ
ー
セ
ン
ト
強
晶
指
定
し
て
ご
ぎ

い
ま
す
。
紺
鳴
り
が
、
腐
業
、
近

隣
商
業
、
工
紫
、
融
耶
γ
ふ
象
柏
崎
畿

で
ご
ざ
い
ま
す
@

縦
攻
柏
崎
間
体
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
高
滋
仲
協
議
が
総
て
ら
れ
る
第

一
一
種
佳
樹
専
用
山
周
縁
と
後
約
地

つ
い
て
は
、
地
域
農
業
者
的
意

向
を
十
分
に
取
り
入
れ
る
考
え

か
ら
、
各
血
眼
領
制
附
指
摘
に
お
け
る

貌
開
明
品
目
的
勝
催
、
今
後
町
線
裁

に
対
す
る
終
業
者
的
意
向
を
偲

綴
す
る
た
め
抑
絞
山
内
潮
時
常
時
専
を

山
主
総
い
た
し
て
お
乃
ま
す
的
で
も

こ
れ
ら
を
も
と
に
、
山
内
法
本

件
削
耐
問
問
戸
時
間
制
問
に
も
E
づ
〈
総
合

的
な
土
肋
閣
総
闘
用
機
叙
め
な
か
で
、

農
閑
胞
は
位
時
域
内
線
引
き
を
い
た

し
た
~
い
ξ
考
え
て
お
号
ま
す
句

綴

近
年
、
総
本
町
絞
演
は
、
務

し
い
品
抽
出
棋
を
と
げ
て
h

お
り
ま
す

が
、
畿
南
近
郊
級
殺
で
は
e

州
般

凶
胤
の
浴
絡
化
、
ヱ
業
用
地
化
な

ど
、
経
織
の
か
い
臨
時
が
無
秩
浮

に
日
付
な
が
れ
る
後
一
向
が
強
ま
ヮ

て
お
り
ま
す
。
ニ
の
よ
う
な
務

執
町
内
ゆ
で
、
当
一
中
市
も
農
業
怒
醜
(

地
滅
的
耐
強
鵡
摘
に
隠
す
る
法
律
に

よ
る
指
定
を
受
け
、
総
数
制
服
脳
内

山
嶋
崎
峨
針
盤
雌
閉
山
内
削
幽
円
策
定
機
織
を

汲
め
て
お
り
ま
令
。

こ
の
整
備
制
緩
泳
、
附
問
k
資
的
点
的
土
柏
崎
広
一
機
験
線
機
僻
燃
は
、

滅
的
容
効
な
税
関
m
と
い
う
糊
脱
出
山
第
二
期
盤
抗
措
工
事
を
約
a

a

ト
引

か
ら
、
節
也
附
計
一
路
制
制
度
と
め
線
万
平
均
ノ

i
ト
ル
的
反
一
級
で
実

務
を
附
悶
り
つ
つ
、
終
業
地
妓
を
臨
し
て
お
り
ま
す
が
、
ニ
的
区

間
明
確
に
し
て
.
燥
地
的
ス
プ
ロ
域
は
、
楽
耐
阿
部
漢
に
機
除
慨
す
る

l
ル
ル
出
を
附
抑
止
す
る
一
主
、
と
も
に
、
後
出
品
な
農
地
で
あ
り
、
致
事
件
摘

地
域
的
線
条
件
げ
に
応
と
た
態
別
紋
為
的
機
所
小
、
為
る
た
め
未
開
問

地
利
同
開
計
約
、
之
総
務
然
的
核
ぷ
他
症
の
♂
昨
夜
す
る
小
品
絡
が
欲

備
計
湾
、
農
地
係
釘
め
か
開
化

K
K
L
、
工
学
縫
い
刊
の
府
川
市
殺
と
な

持
制
服
閥
、
嶋
崎
知
市
近
代
作
品
終
段
的
絞
っ

r
お
り
ま
し
た
の
で
、
ム
札

綴
許
制
側
な
ど
、
襲
業
桜
腕
ハ
に
削
間
的
対
策
に
つ
い
て
ん
叫
取
締
士
総
ば

す
る
総
合
的
な
訂
似
合
た
て
る
州
終
掛
川
審
議
会
長
H
H
設
が
掛
躍
進

も

肉

で

あ

守

ま

す

泊

関

係

私

れ

の

絶

大

な

る

ご

協

力

企

こ
の
核
地
期
計
一
聞
の
な
か
で
抑
制
押
て
後
滋
ー
し
て
忠
が
り
ま
し
た
裁

に
議
繋
舎
も
め
は
、
畠
脱
線
抽
四
回
刊
祭
、
第
r
一
期
太
泉
氏
滅
的
金
山
催

問
市
計
一
醗
に
お
け
る
蜘
鰍
問
問
陥
崎
町
円
減
創
刊
耗
八
卜
八
名
ゃ
っ
ち
…
ム
療
に

の
設
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
め
燦
削
出
世
脱
さ
れ
た
方
は
、
マ
鶴
間
間
帯
品

凶
制
崩
地
ぽ
肌
州
械
は
、
勝
同
業
録
制
時
地
域
を
合
的
八
十
五
名
、
率
に
し
て
、

市
川
に
あ
る
制
判
別
偶
然
絡
等
の
う
ち
、
権
利
者
数
で
九
千
七
パ
ー
セ
シ

そ
の
地
域
の
総
裁
を
燃
燃
し
て
ト
、
医
開
閉
で
は
九
卜
州
問
パ
ー
セ

い
〈
う
え
で
の
基
帥
識
と
し
て
、
ン
ト
に
な
っ
ピ
お
り
ま
す
が
、

今
後
お
お
か
ね
ト
年
以
上
に
わ
米
関
意
地
中
山
一
二
名
前
打
う
ち
一
一
名

た
っ
丈
融
持
続
絡
線
と
し
て
の
科
に
つ
い
て
は
、
波
紋
線
開
附
潟
に

燃
を
昨
排
出
陣
す
る
必
撲
が
あ
る
ホ
あ
泊
三
整
地
工
事
に
お
っ
て
は

織
に
つ
い
て
設
定
す
る
も
の
で
漁
火
な
る
滋
努
ξ
は
な
ら
な
い

あ
η
ま
す
が
、
ニ
的
線
引
き
に
も
円
と
燃
わ
れ
ま
す
。
ご
存
匁

"“u
u
u
u
u
u
H
H
H
H
H
H
H
W
M組
担
M
M
n
u
n
u
w
u
n
"
H
H
H
H
M
M
U
月九
u
u
w
μ
H
H川
H
H
M
H
n
u汗
uuuuuu"rJMMMM"日
目
指
針
unH任
勾
什
"

滅
的
一
部
を
除
い
た
阪
城
仏
料
開
閉
に
谷
被
市
中
三

O
O
パ
ー
セ
ン
ト

行
六
十
九
へ

7
タ
ー
ん
に
つ
尋
以
上
々
好
機
出
開
業
出
増
減
釣
二
十

ま
し
て
、
間
口
問
問
、
滋
紙
及
び
採
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
告
、
滋
火
機
能

光
等
の
象
終
合
出
陣
織
し
、
線
機
内
潟
上
を
図

q
、
火
災
内
総
統

的
中
潟
緩
建
築
物
か
ら
受
け
る
い
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
胤
制
的
地

圧
迫
感
金
帥
税
制
刊
す
る
な
ど
、
仲
院
し
て
ど
が
い
ま
す
m

宅
環
拙
視
を
出
陣
織
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
由
来
を
六
月
.
…
が
六

官
間
協
胤
制
制
限
を
定
め
て
ご
ざ
い
ま
お
ま
ぜ
縦
覧
に
供

L
、
そ
の
仲
慨

す

。

機

材

州

市

削

悦

制

服

幽

柏

崎

方

審

議

会

を

脱

税

議
時
間
火
焔
滅
的
綴
定
に
つ
き
で
、
八
月
械
に
は
決
定
告
示
さ

ま
し
で
は
‘
潟
築
地
域
、
緩
び
れ
る
予
定
で
あ
ワ
ま
す
。

柴

業

め
と
お
リ
、

3
的
町
位
品
問
付
、
天

王
ム
円
四
帆
北

ω附
帆
油
関
広
場
投
び
築

一
一
一
小
学
校
時
暗
殺
予
後
騰
を
含
め
.

…
え
ヱ
台
駅
よ
り
援
組
問
都
市
消
及
び

謝
肉
似
合
問
織
の
既
設
斡
線
透
践

を
給
ぶ
、
ぽ
机
謝
開
山
削
同
時
世
守
的
公
共

闘
問
地
が
予
定
さ
れ
て
お
号
、
附
聞

紙
積
一
点
柏
崎
氏
で
あ
る
た
め
、
附

宮
各
れ
れ
に
篠
山
刊
お
よ
り
早
急
に

使
用
問
問
引
絞
開
総
に
つ
い
て
内
婆

紛
も
多
〈
あ
り
ま
す
め
で
、
前
既

臨
椴
仙
地
を
指
定
し
使
用
収
益
を
級

品
知
寺
廿
る
と
と
も
に
、
第
二
一
・
小

学
校
敷
地
子
ん
泌
総
に
つ
い
て
は
、

制
開
館
地
を
設
定
し
、
年
府
脱
出
門
い
い

は
後
始
仲
災
以
師
、
フ
之
、
数
泌
を

実
鷲
約
に
帥
開
削
附
い
た
~
し
ま
す
。

ま
た
、
未
聞
問
意
的
機
創
刊
殺
に
対

し
て
は
、
今
後
と
も
綴
し
ん
け
れ

に
よ
る
解
決
に
つ
い
て
、
一
同
増

強
力
に
検
出
期
し
て
祭
る
所
専
で

あ
り
ま
す
り

訟
は
、
市
長
総
日
間
以
米
、

的
事
裁
が
我
孫
子
市
に
と
っ
て

も
総
利
翁
に
と
っ
て
も
議
委
な

字
以
来
で
あ
る
と
め
総
織
に
た
っ

て
、
議
会
の
み
な
き
ん
と
も
ど

も
時
間
滋
に
か
つ
積
額
約
に
銭
湯

し
て
品
切
り
ま
し
た
。

こ
丹
市
帯
談
合
滋
め
て
行
〈
た

め
に
は
、
こ
的
総
滅
的
機
料
品
刊

み
な
さ
ん
的
認
劫
棋
を
得
た
い
と

め
考
止
か
ら
‘
時
時
年
一
年
間
同
は

精
力
的
に
総
務
胤
判
的
方
々
と
的

総

L
A甘
い
を
進
め
て
南
地
下
号
ま
し

た
。
本
俸
に
入
り
ま
し
て
も
‘

こ
の
議
し
A
W
い
を
進
め
る
か
た

わ
ら
‘
間
関
県
議
臨
時
に
糾
問
し
て
は
も

事
業
的
認
可
を
受
汁
る
べ
〈
勢

カ
を
し
て
券
っ
た
わ
け
で
あ
り

ま
す
が
、
な
お
、
後
初
お
全
体

と
丹
話
し
合
い
が
必
楽
で
あ
る

と
的
総
点
か
ら
、
去
る
六
日
け
瓦

日
、
会
伸
機
制
刊
穏
と
内
認
し
九
引
い

を
中
市
官
公
除
隊
円
い
中
期
滞
蝋
会
と
円

余
儀
で
も
っ
た

b
出
円
で
あ
り
ま

す
e

今
後
も
必
要
に
応
じ
、
出
槻

総
裁
と
内
総
し
九
日
い
を
治
め
る

な
か
で
ご
了
絡
を
蹴
刊
で
、
浮
い

め
て
い
る
と
ニ
ろ
守
為
り
ま
す

が
、
今
後
地
区
の
決
定
等
‘
徴

税
務
的
方
々
と
め
務
L
合
い
を

進
め
な
が
ら
、
世
帯
婚
情
的
促
進
を

附
凶
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
e

ニ
丹
後
段
に
は
‘
す
で
に
神

戸
銀
行
が
七
月
一
…
十
践
を
倒
防

削
制
緩
に
仮
出
的
舗
の
建
築
X
壌
を

本
線
議
に
つ
き
ま
し
て
は
、
淡
い
行
中
で
あ
努
ま
す
。
更
に
、

本年一一一

R
め
後
例
会
に
卒
業
促
'
ダ
イ
エ
ー
ス
!
パ

i
、
神
戸
銀

進
的
問
時
油
田
が
提
出
さ
れ
‘
柿
抑
制
机
行
共
同
町
同
開
発
行
為
的
申
綴
が

き
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
柑
搬
出
き
れ
て
お
り
ま
す
o

U

執は

受
け
て
術
叫
に
も
出
地
元
権
利
者
的
中
関
口
と
開
問
機
、
北
口
も
渓
時
点

制
時
間
明
会
れ
ぞ
開
閉
寺
、
大
方
的

T
象
で
整
織
を
緩
め
な
け
れ
ば
、
悔

を
持
て
、
渡
部
貯
制
制
緩
・
骨
肉
総
務
を
後
に
残
す
も
町
と
考
え
、
市
附

後
線
、
隊
機
位
置
需
品
事
業
の
せ
略
本
村
M

に
緩
行
し
て
措
間
同
盟
約
一
に
本
壌

と
も
な
る
べ
事
総
森
を
行
た
っ
議
H
h

取
倒
臨
ん
で
行
く
既
存
で
あ

て
デ
!
タ
づ
く
り
的
学
祭
圭
進
り
ま
す
e

V
拙
抑
開
発
佐
押
さ
ん
(
布
役
九
2

一

二
か
ら
市
平
総
子
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
は
、
体
的
宇
治
山
凶

な
か
た
に
使
用
し
て
い
油
、

v

な
だ
〈
こ
と
に
し
ま
し
た
。

Z
ぺ

V
岨
鴫
篠
崎
開
成
umc
ん

〈

訂

ポ

出

品持もよハ

O
の
a

〉
か
色
旬
以
h

齢
戦
布
凶
を
い
た
だ
き
ま
怒

し
た
。
市
は
‘
数
議
総
忍

設
に
贈
り
、
悠
ま
れ
な
添

い
人
速
に
的
問
わ
せ
て
い
お

た
だ
く
事
に
し
ま
し
た
。
民
a

v鈴
木
臨
概
醐
内
幸
ん
戸
内
印

R
M

漏
出
前
阿
木
下
一
関
令
…
…
〉
昭
引

か
ら
脅
保
有
H

関
へ
抽
出
調
期
限

幽
械
を
滋
く
ら
れ
ま
し
た
。

さ
っ
そ
〈
然
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
e

V
割
問
笹
川
町
後
仁
さ
ん
(
榔
閉
山
出
品
開

機
会
に
こ
の
事
裁
の
紘
一
時
を
受

け
、
中
市
開
民
的
期
待
に
-
応
え
る
べ

く
、
臨
棋
終
的
終
カ
を
傾
注
し
て

参
る
品
問
中
骨
で
あ
り
ま
す
。

838 

約
一
八
時
一

O
)
か
ら
悩
祇

に
お
緩
い
く
だ
き
い
を
曙
棋
会
六

rm円
い
た
だ
き
ま
し
た
僧
小
巾
は
、

点
以
泌
近
く
建
設
予
絞
め
恋
人

隠
ゐ
儀
社
会
館
案
内
出
問
問
同
時
購

νfhι

入
資
金
約
一
部
に
加
担
耐
用

語
M
遣
さ
サ
て
い
た
万
く
こ
と

冨
問
題
に
し
ま
し
た

H
A
M品
wv
七
十
一
品
離
の
老
人
(

-
L
M出
掛
也
ち
か
ら
淡
念
千
円

H
H訟
・
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

草
加
、
話
中
市
川
同
、
近
〈
媛
設
一
十

川
崎
間
一
的
略
的
紙
芝
緩
社
会
重

器
J

空
内
機
必
勝
入
資
金
内

b
ぬ
丘
一
部
部
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
〈
こ
し
と
に
し
ま
し
た
を

10月 4-5 罰高~~翼線電化宛成記念iニ
臨時急行を遂事支

@お隊合せとお申込みは
市内の去を駅へ……....・H ・../



3 

品
相
官
か
ら
水
同
同
然
開
棋
に
あ
る
主

い
う
よ
う
な
綴
っ
た
考
え
方
が

品
9
ま
す
が
、
人
口
が
次
務
仁

揃哨知刷
L
、
食
品
的
文
坊
が
向
上
し

て
き
た
今
号
、
や
革
め
肋
間
梢
射
殺
も

浅
知
十
議
知
崩
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
指
賄
業
廃
家
物
に
よ

る
大
気
・
海
洋
‘
拙
階
拙
地
の
汚
染

防
止
と
と
も
に
人
波
が
生
き
る

た
め
に
必
要
な
水
の
夜
間
聞
が
吟

ば
れ
る
よ
う
に
な
号
ま
す
。

・
中
近
常
黒
緩
僚
の
よ
う
に
‘
も

し
水
が
な
か
っ
た
ら
、
い
か
に

太
脱
抑
が
糊
郎
事
火
祭
が
そ
こ
に
あ

る
と
し
て
も
動
叫
刷
物
は
生
存
し

絡
な
い
も
の
と
終
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
入
協
抑
制
州
内
総
闘
が
比

絞
的
少
な
か
》
ど
こ
と
と
機
器

が
き
び
し
い
こ
と
か
ら
す
で
に

潟
水
的
た
め
水
的
使
用
を
制
際

し
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

市
町
氷
山
埠
は
、
水
制
聞
を
地
下

水
に
求
め
て
い
ま
す
が
、
地
下

水
も
無
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
a

地
盤
沈
下
そ
の
他
的
障
害
か

ら
、
水
町
滋
み
上
げ
に
つ
い
て

権利者との話出、を行なη
新木地区のi展i盤

県
道
新
水
地

区
町
議
絡
を
一

日
も
早
く
追
放

す
る
た
め
、
千

葉
県
主
俗
的
権

利
者
と
の
話
し

合
い
が
、
去
る

七
月
五
日
に
上

新
木
地
同
年
稼
で

行
な
わ
札
ま
し

た。
会
場
に
は
‘

噛
思
塁
を
部
制
緩
卓
れ
た
と
き

ル
也
出
抑
表
永
世
党
総
区
域
内
で
新

し
〈
家
を
総
て
る
刊
明
会
は
管
濯

畿
に
h

品
開
明
凶
り
く
だ
さ
い
。

開
綿
織
に
よ
り
家
臨
臓
が
淑
成
後

ぷ
防
総
務
惨
い
を
決
時
、
仲
協
同
刷

場
前
品
ワ
品
開
泌
総
を
制
偽
物
し
ま
す
の

で
取
付
け
て
〈
だ
さ
い
α

へ
棋
院
綴
談
}

秘
的
問
の
ひ
か
る
八
月
世
間
千
ト
す
ト

お
か
め
た
な
ど
滅
後
に
精
舎
今
制
判
的
級

友
秋
内
攻
滋
〈
怨
を
砂
州
事
に
け
り

七
h
y

的
灯
が
綴
れ
て
品
る
女
波

。
ぐ
ら
し
の
H
V
U
き
あ
っ
め
し
山
川
幕
る
る

稲
妻
や
ト
レ
ピ
町
議
猶
れ
て
を
り

故
原
市
町
夜
町
広
き
や
天
の
川

担
問
一
葉
静
か
に
相
制
的
銭
。
び
〈

鳴
き
や
む
錦
喝
き
っ
か
、
婦
の
あ
る
鎗
送

手
花
火
に
身
ほ
と
り
期
的
は
な
や
ぎ
ぬ

手
賀
締
ま
8
月
刊
・
日
・
持
箆

時

我
孫
子
市
、
我
係
子
市
溜
工

会
、
我
孫
子
市
観
光
協
会
的
共

縫
に
よ
る
手
賀
沼
ま
つ
り
を
、

八
月
十
四
日
か
ら
一
一
一
日
間
の
予

定
で
間
際
い
た
し
ま
す
。

市
民
的
柑
脚
本
殺
を
つ
ち
か
い

ま
た
、
納
涼
と
し
て
の
や
震
活

ま
つ

q
は
第
一
ぷ
附
附
悶
口
を
滋
え
、

か
っ
ぱ
後
間
開
火
会
喪
中
心
に
花

火
火
合
、
と
う
ろ
う
流
し
、
そ

し
て
か
フ
ば
資
制
州
大
好
滋
的
機

し
物
音
附
m
殺
し
て
城
大
に
行
な

い
ま
す
。

み
な
苦
ん
に
は
一
毘
的
夜
の
…

日
を
申
か
と
を
潜
て
家
抜
そ
ろ

っ
て
、
ま
た
近
所
の
方
を
お
さ

そ
い
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ

今
年
は
回
出
民
体
育
大
会
が
千

葉
県
で
行
を
わ
札
ま
す
の
で
‘

か
っ
ば
音
頭
大
会
的
中
に
葉
樹
制

問
体
音
頭
と
京
北
安
援
を
慾
呼

入
れ
ま
し
た
ぷ
ニ
の
レ
コ

1γ

と
織
り
方
的
線
制
闘
を
希
岬
盤
的
方

は
、
務
総
に
制
帆
光
協
会
毛
中
市
役

会
際
紛
脇
陣
胤
噛
ス
ボ

i
ツ

大

会

に

ご

蛸

糊

カ

者

米
る
十
月
一
…
十
-rug-
一一ふ

八
日
円
減
話
、
本
欄
拾
で
附
開
削
除
さ

れ
る
第
九
削
叫
ん
京
間
関
身
体
篠
山
品
川
お

ス
ポ
ー
ツ
大
会
的
主
診
を
片
山
く

県
民
各
位
に
徹
底
し
、
そ
の
夜

解
と
協
力
を
求
め
、
本
大
公
的

気
速
を
盛
号
あ
げ
、
成
功
に
存

く
た
め
に
、
議
府
内
一
一
揖
キ
ヤ
ワ

パ
ン
が
災
泌
さ
れ
ま
し
た
d

本
中
期
に
も
‘
浮
世
持
持
と
お
り

ふ
ハ
制
作
一
一
ヤ
セ
誌
に
キ
ャ
ラ
バ
ン

，)、主主 111設や毛主主義選議 E議後
続返上産主将野義主総霊長幸子

まを主
幾 m撃さ濃淡さ宇は量産幾
久明子子 'f-そ(-:~~f なÚ1i'壬

所
経
済
緩
融
開
設
ま
で
申
込
み
く

だ
さ
い
e

な
お
当
日
U
H
同
会
組
靖
国
同
辺
は

交
滋
規
制
制
を
行
を
い
ま
す
内
で

自
動
車
a

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
宿
題

く
だ
さ
い
。

ま
つ
り
，
の
織
し
も
の

V
入
総
丹
十
間
関
誌
i
十
六
段
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